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は
じ
め
に

　
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』（
関
西
大
学
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学
研
究
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）

は
、
伊
勢
長
島
城
内
に
新
し
く
造
ら
れ
た
庭
園
「
独
楽
園
」
に
寄
題
す
る
賀
詞
集
で
、

時
の
藩
主
増
山
雪
斎
（
一
七
五
四
〜
一
八
一
九
）
の
求
め
に
応
じ
て
寄
せ
ら
れ
た

三
十
七
名
の
詩
を
収
め
る
。
詩
を
寄
せ
た
の
は
京
坂
で
活
躍
し
た
文
人
が
中
心
で
、

十
八
世
紀
後
半
に
お
け
る
増
山
雪
斎
を
軸
と
し
た
文
人
交
流
の
様
子
が
う
か
が
え
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

　

増
山
雪
斎
は
名
を
正
賢
と
い
い
、
書
画
に
優
れ
、
詩
文
や
煎
茶
を
能
く
す
る
文
人
大

名
で
あ
り
、
雪
斎
、
長
洲
、
松
秀
園
な
ど
多
数
の
号
を
持
つ
。
宝
暦
四
年（
一
七
五
四
）

に
江
戸
で
生
ま
れ
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
父
の
死
に
よ
り
二
十
三
歳
で
伊
勢
長
島

藩
二
万
石
を
継
い
で
五
代
藩
主
と
な
っ
た
。
藩
主
時
代
に
加
番
（
大
坂
城
の
警
備
を
担

当
す
る
大
番
の
補
佐
に
あ
た
る
役
）
を
四
度
、
す
な
わ
ち
安
永
七
年
・
天
明
元
年

（
一
七
八
一
）・
天
明
三
年
・
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
に
つ
と
め
、
こ
の
間
在
坂
し
て

い
る
。

　

好
学
で
雅
事
を
好
ん
だ
雪
斎
は
、
長
島
の
文
化
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

大
坂
か
ら
十
時
梅
厓
を
招
い
て
藩
儒
に
迎
え
、
藩
校
文
礼
館
を
再
興
し
て
新
た
に
孔
子

廟
を
設
け
た
ほ
か
、
南
画
家
の
春
木
南
湖
を
江
戸
詰
の
御
抱
画
師
と
し
、
長
崎
に
遊
学

さ
せ
て
来
舶
清
人
に
画
を
学
ば
せ
る
な
ど
し
て
い
る
。
ま
た
、
雪
斎
と
親
し
か
っ
た
造

酒
家
で
文
人
・
博
物
家
の
木
村
蒹
葭
堂
が
過
醸
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
際
に
は
、
蒹
葭

堂
を
領
内
に
呼
び
寄
せ
屋
敷
地
を
与
え
て
庇
護
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

　

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
四
十
八
歳
で
致
仕
し
て
後
は
巣
鴨
の
下
屋
敷
に
隠
棲
し
、

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
六
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
著
作
に
、
書
論
を
述
べ
た
『
松

秀
園
書
談
』（
寛
政
五
年
〈
一
七
九
三
〉
成
立
）、
囲
碁
に
関
す
る
『
観
奕
記
』（
享
和

三
年
〈
一
八
〇
三
〉
成
立
）、
煎
茶
書
で
あ
る
『
煎
茶
式
』（
文
化
元
年
〈
一
八
〇
四
〉

刊
）、
さ
ら
に
『
長
洲
鳥
譜
』、『
虫
豸
帖
』
な
ど
の
博
物
画
譜
が
あ
る

Б

。

一　

賀
詞
と
作
者

　
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』（
図
１
）
は
縦
三
〇
・
四
㎝
×
横
二
一
・
八
㎝
、
絹
地
を
用
い
て
書

か
れ
た
漢
詩
一
篇
ず
つ
を
集
め
て
折
帖
仕
立
て
と
し
た
も
の
で
、
外
題
は
無
く
、『
独

楽
園
賀
詞
帖
』
の
名
称
を
通
称
と
し
て
い
る
。
現
在
の
装
訂
に
な
っ
た
の
が
い
つ
か
は

不
明
で
、
お
そ
ら
く
近
代
に
入
っ
て
か
ら
と
推
測
さ
れ
る
が
こ
の
点
に
つ
い
て
は
後
述

す
る
。

研
究
ノ
ー
ト

有
坂　

道
子
（
京
都
橘
大
学
）

　

伊
勢
長
島
藩
主 

増
山
雪
斎
の
文
人
交
流

　
　
　
　

│
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
見
る

│

図１　 『独楽園賀詞帖』より
　　　　木村蒹葭堂（右）・十時梅厓（左）
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は
じ
め
に
、
賀
詞
と
作
者
の
略
歴
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
便
宜
上
、
巻
頭
よ
り
仮

に
番
号
を
付
し
、
作
者
の
略
歴
に
つ
い
て
は
『
国
書
人
名
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
に
多

く
拠
っ
た
。

﹇
１
﹈
柴
邦
彦

独
楽
名
園
裡　

四
時
楽
未
央　

水
明
観
月
概　

鳥
掠
対
花
觴　

竹
韻
寒
宵
静　

蓮
香
夏

晩
凉　

能
客
芻
雉
往　

幽
意
更
応
長　
　
　

右
寄
題

　
　
　

独
楽
園
敬
応

　

長
島
侯
命

　
　
　
　
　
　

外
臣
阿
波
国
御
儒
者
柴
邦
彦
再
拝
上

柴
邦
彦
（
柴
野
栗
山
）
…
…
元
文
元
（
一
七
三
六
）
〜
文
化
四
（
一
八
〇
七
） 

 

漢
学
者
。
享
年
七
十
二
。
讃
岐
牟
礼
の
人
。
高
松
藩
儒
後
藤
芝
山
に
学
ん
だ
後
、

江
戸
に
出
て
林
家
に
入
門
。
明
和
四
年
（
一
七
六
七
）
阿
波
藩
儒
と
な
り
、
京
都

に
住
み
西
依
成
斎
・
赤
松
滄
洲
・
皆
川
淇
園
ら
と
詩
社
・
三
白
社
を
結
ん
だ
。
天

明
八
年
（
一
七
八
八
）
松
平
定
信
に
招
か
れ
て
昌
平
黌
の
教
授
と
な
り
、
寛
政
異

学
の
禁
を
実
施
し
た
。

﹇
２
﹈
葛
張

別
院
珍
蔵
古
書
法

君
侯
心
画
有
誰
如　

竹
林
多
少
製
毫
兎　

蓮
沼
浮
沈
呑
墨
魚　

西
鎮
擁
旄
行
数
壮　

東

関
述
職
歳
何
虚　

幾
時
独
楽
園
亭
上　

拝
灑
雲
煙
興
有
余　
　

葛
張
拝

葛
張
（
葛
子
琴
）
…
…
元
文
四
（
一
七
三
九
）
〜
天
明
四
（
一
七
八
四
）  

漢
詩
人
。
享
年
四
十
六
。
大
阪
の
医
者
橋
本
貞
淳
の
男
。
菅
甘
谷
・
兄
楽
郊
に
古

文
辞
学
を
学
ぶ
。
京
都
で
医
を
学
ん
で
帰
坂
、
医
業
の
一
方
で
、
片
山
北
海
が
主

宰
す
る
詩
社
・
混
沌
社
の
中
心
と
し
て
活
躍
。
頼
春
水
・
岡
元
鳳
ら
と
親
交
。
書

を
能
く
し
、
篆
刻
に
も
巧
み
で
、
笙
・
篳
篥
な
ど
の
音
楽
も
能
く
し
た
。

﹇
３
﹈
岡
元
鳳

長
島
君
侯
独
楽
園

侯
家
亭
子
是
仙
寰　

城
裏
園
成
官
事
閑　

満
架
書
編
消
日
日　

一
窓
吟
夢
繞
青
山　

林

花
做
趣
開
時
落　

郡
鳥
無
心
去
復
還　

独
楽
温
公
師
友
在　

能
令
着
緒
出
人
間

　
　

癸
卯
夏
五　
　
　
　
　
　
　

岡
元
鳳
頓
首
拝
題

岡
元
鳳
（
岡
公
翼
）
…
…
元
文
二
（
一
七
三
七
）
〜
天
明
六
（
一
七
八
六
） 

 

医
者
・
漢
学
者
・
本
草
家
。
享
年
五
十
。
大
坂
に
住
し
、
医
を
業
と
す
る
。
菅
甘

谷
に
学
ん
で
詩
に
長
じ
た
。
宝
暦
年
間
、
木
村
蒹
葭
堂
の
詩
会
に
参
加
、
の
ち
片

山
北
海
の
混
沌
社
に
加
わ
り
、
葛
子
琴
・
篠
崎
三
島
ら
と
交
遊
。
本
草
物
産
に
も

通
じ
た
。

﹇
４
﹈
片
猷

多
度
山
南
長
島
城　

芙
蓉
池
館
翠
簾
明　

薫
風
已
鮮
群
黎
慍　

縹
帙
殊
開
独
楽
情　

春

駐
筆
床
花
五
色　

雲
香
芸
閣
月
三
更　

提
封
政
理
心
無
事　

何
擬
菟
裘
因
老
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
後
庶
士
片
猷
頓
首
再
拝
謹
書

片
猷
（
片
山
北
海
）
…
…
享
保
八
（
一
七
二
三
）
〜
寛
政
二
（
一
七
九
〇
） 

 

漢
学
者
・
漢
詩
人
。
享
年
六
十
八
。
新
潟
生
ま
れ
。
京
都
に
遊
学
し
、
宇
野
明
霞

に
師
事
。
の
ち
大
坂
に
移
り
、
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
詩
社
・
混
沌
社
を
結
成

し
そ
の
盟
主
と
な
る
。
門
人
に
木
村
蒹
葭
堂
・
平
沢
旭
山
・
佐
々
木
魯
庵
・
岡
田

南
山
ら
が
い
る
。

﹇
５
﹈
片
文
貫

卜
築
新
題
牓　

園
亭
景
趣
分　

琴
書
供
独
楽　

詩
筆
試
多
文　

蓮
蝕
西
池
月　

鴻
穿
北

嶺
雲　

拝
弦
堪
甘
送　

不
必
歎
離
群　

駐
駕
消
連
日　

省
耕
余
暇
時　

烟
霞
籠
松
竹　

泉
石
狎
鸕
鶿　

古
井
苔
三
尺　

新
花
雨
一
籬　

此
中
幽
趣
足　

不
使
外
人
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
文
貫
拝

片
文
貫
（
片
山
弘
道
）
…
…
生
没
年
未
詳
。
片
山
北
海
の
最
初
の
養
子
。
名
、
文
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貫
。
字
、
弘
道
。
号
、
大
観
。
通
称
、
右
門
。
岡
山
の
人
。
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
は
じ
め
ご
ろ
北
海
の
養
子
と
な
る
が
、
同
六
年
中
に
何
ら
か
の
理

由
で
関
係
が
と
ぎ
れ
る

В

。

﹇
６
﹈
北
海
江
邨

　

恭
奉

　

命
遥
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

長
島
建
牙
地　

小
亭
幽
意
存　

応
栽
召
伯
樹　

何
数
辟
疆
園　

林
上
瑶
琴
響　

壁
間
香

墨
痕　

非
嫌
与
衆
楽　

聊
此
避
塵
喧

　
　
　
　
　
　
　

北
海
江
邨
綬
拝

北
海
江
邨
（
江
村
北
海
）
…
…
正
徳
三
（
一
七
一
三
）
〜
天
明
八
（
一
七
八
八
） 

 

漢
詩
人
。
丹
後
宮
津
藩
儒
。
享
年
七
十
六
。
京
都
の
人
。
福
井
藩
儒
伊
藤
竜
洲
の

次
男
で
江
村
毅
庵
の
養
嗣
子
。
兄
は
伊
藤
錦
里
、
弟
は
清
田
儋
叟
。
詩
社
を
賜
杖

堂
と
い
い
、
大
坂
の
片
山
北
海
、
江
戸
の
入
江
北
海
と
併
せ
て
三
都
の
北
海
と
称

さ
れ
た
。

﹇
７
﹈
伊
藤
栄
吉

　

恭
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

　

邦
国
原
知
政
理
良　

名
園
勝
事
属
時
康　

花
亭
月
席
遊
倶
遍　

馬
埒
弓
場
武
益
彰

　

沼
豁
恩
魚
穏
浮
泳　

林
深
仙
鶴
恣
翺
翔　

公
余
歓
予
同
臣
庶　

更
有
図
書
独
楽
長

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
栄
吉
拝

伊
藤
栄
吉
（
伊
藤
君
嶺
）
…
…
延
享
四
（
一
七
四
七
）
〜
寛
政
八
（
一
七
九
六
） 

 

漢
学
者
。
享
年
五
十
。
伊
藤
錦
里
の
養
嗣
子
。
播
州
北
条
村
の
人
。
京
都
に
遊
学

し
、
錦
里
の
女
婿
と
な
っ
て
そ
の
跡
を
継
ぎ
、
福
井
藩
儒
と
な
っ
た
。

﹇
８
﹈
赤
松
鴻

名
園
知
幾
処　

先
説
在
東
州　

花
月
明
林
表　

山
池
接
案
頭　

雄
風
宜
避
暑　

春
気
可

乗
秋　

閑
適
有
余
興　

還
思
桂
樹
幽

　
　

右
奉
寄
題

長
嶋
侯
独
楽
園　
　
　

播
磨
赤
松
鴻
拝
草

赤
松
鴻
（
赤
松
滄
洲
）
…
…
享
保
六
（
一
七
二
一
）
〜
寛
政
十
三
（
一
八
〇
一
） 

 

漢
学
者
。
享
年
八
十
一
。
播
磨
三
日
月
の
人
。
赤
穂
藩
医
大
川
耕
斎
の
養
子
。
京

都
に
出
、
医
学
を
香
川
修
庵
、
儒
学
を
宇
野
明
霞
・
岡
竜
洲
に
学
ぶ
。
延
享
四

（
一
七
六
〇
）
病
の
た
め
致
仕
。
そ
の
後
は
京
都
で
儒
学
を
講
じ
、
晩
年
は
赤
穂

に
帰
っ
た
。

﹇
９
﹈
木
孔
恭

　

奉
寄
題

長
嶋
賢
侯
独
楽
園

　

名
園
新
結
構　

山
水
愜
清
心　

自
有
高
人
楽　

寧
須
迂
叟
吟　

窓
南
多
竹
樹　

亭
北

宿
文
禽　

想
像
端
居
暇　

優
遊
書
与
琴

　
　

癸
卯
夏
五　
　
　

木
孔
恭
頓
首
拝

木
孔
恭
（
木
村
蒹
葭
堂
）
…
…
元
文
元
（
一
七
三
六
）
〜
享
和
二
（
一
八
〇
二
） 

 

商
家
・
文
人
・
博
物
学
者
。
享
年
六
十
七
。
大
坂
北
堀
江
で
酒
造
業
を
営
む
。
本

草
学
を
津
島
桂
庵
・
小
野
蘭
山
に
、
画
を
大
岡
春
卜
・
鶴
亭
・
池
大
雅
ら
に
、
篆

刻
を
高
芙
蓉
に
、
詩
文
を
片
山
北
海
に
学
び
、
混
沌
社
の
活
動
に
加
わ
る
。
書

籍
・
標
本
類
の
収
集
と
幅
広
い
交
遊
で
著
名
。
過
醸
事
件
に
よ
り
一
時
増
山
雪
斎

の
も
と
に
身
を
寄
せ
た
が
、
の
ち
帰
坂
し
文
房
具
を
商
っ
た
。

﹇
10
﹈
十
時
賜

臨
沼
新
亭
子　

吾
侯
此
会
文　

恩
波
霑
若
雨　

翰
墨
湧
如
雲　

山
色
窺
簾
入　

荷
香
繞

檻
薫　

微
臣
同
思
楽　

幸
得
采
其
芹

　

恭
題
独
楽
園
亭
子
応
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命　
　
　
　

臣
十
時
賜
頓
首
再
拝

十
時
賜
（
十
時
梅
厓
）
…
…
元
文
二
（
一
七
三
七
）
〜
文
化
元
（
一
八
〇
四
） 

 
漢
学
者
・
画
家
・
書
家
。
享
年
五
十
六
。
大
坂
の
人
。
伊
藤
東
所
に
学
ぶ
。
伊
勢

長
島
藩
儒
に
招
か
れ
、
再
建
さ
れ
た
藩
校
文
礼
館
の
祭
酒
と
な
る
。
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
長
崎
遊
学
、
来
舶
清
人
の
費
晴
湖
・
陳
養
山
に
書
画
の
技
法
を
学

ん
だ
。
書
は
大
谷
永
庵
・
趙
陶
斎
に
学
び
、
詩
文
・
篆
刻
も
能
く
し
た
。

﹇
11
﹈
皆
川
愿

竹
樹
名
園
勝　

政
間
茲
予
遊　

舜
琴
論
六
律　

晋
帖
玩
雙
鉤　

魚
躍
池
光
動　

鹿
鳴
山

色
幽　

自
多
賢
者
楽　

何
必
問
鄙
叟

　

右
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

　
　
　
　

平
安
皆
川
愿
再
拝
書
上

皆
川
愿
（
皆
川
淇
園
）
…
…
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
〜
文
化
四
（
一
八
〇
七
） 

 

漢
学
者
。
享
年
七
十
四
。
冨
士
谷
成
章
の
兄
。
京
都
の
人
。
大
井
蟻
亭
・
三
宅
牧

羊
・
伊
藤
錦
里
ら
に
学
ぶ
。
開
物
学
と
称
す
る
独
自
の
経
学
で
知
ら
れ
、
多
く
の

門
人
を
擁
し
、
晩
年
に
は
自
邸
内
に
学
館
弘
道
館
を
設
け
た
。
ま
た
詩
文
・
書
画

を
能
く
し
た
。

﹇
12
﹈
皆
川
允

園
亭
真
意
足　

宛
類
野
人
居　

山
翠
邀
清
景　

林
禽
適
暇
余　

琴
伝
中
散
曲　

鵞
換
右

軍
書　

不
識
蓮
池
裏　

幾
群
呑
墨
魚

　

右
寄
題
独
楽
園
応

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皆
川
允
再
拝
書
上

長
島
侯
需

皆
川
允
（
皆
川
篁
斎
）
…
…
宝
暦
十
二
（
一
七
六
二
）
〜
文
政
二
（
一
八
一
九
） 

 

漢
学
者
。
享
年
五
十
八
。
皆
川
淇
園
の
男
。
京
都
の
人
。
父
淇
園
と
共
に
招
か
れ

て
近
江
膳
所
藩
主
本
多
氏
に
講
書
し
、
藩
校
尊
義
堂
の
創
設
に
参
画
。
ま
た
肥
前

平
戸
藩
主
の
求
め
に
よ
り
藩
士
に
講
説
し
た
。
の
ち
に
丹
波
亀
山
藩
儒
と
な
る
。

﹇
13
﹈
冨
士
谷
成
寿

政
暇
常
無
塵
俗
牽　

幽
亭
燕
坐
独
思
玄　

緑
稠
院
落
煙
籠
竹　

紅
浄
池
塘
露
涵
蓮　

檻

外
松
風
促
琴
曲　

簷
前
蘿
月
入
詩
篇　

北
山
便
合
名
姑
射　

封
内
仍
聞
報
有
年

　

右
寄
題
独
楽
園
応

長
嶋
侯
需

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
安
冨
士
谷
成
寿
再
拝
謹
書

冨
士
谷
成
寿
（
冨
士
谷
御
杖
）
…
…
明
和
五
（
一
七
六
八
）
〜
文
政
六
（
一
八
二
三
）

国
学
者
。
享
年
五
十
六
。
冨
士
谷
成
章
の
長
男
。
筑
後
柳
川
藩
京
都
留
守
居
役
。

は
じ
め
父
に
家
学
を
受
け
、
父
の
没
後
伯
父
皆
川
淇
園
に
学
ぶ
。
和
歌
を
広
橋
兼

胤
、
日
野
資
枝
に
学
ぶ
。
言
霊
倒
語
説
と
称
さ
れ
る
特
異
な
学
説
を
樹
立
し
た
。

文
政
四
年
、
柳
川
藩
の
譴
責
に
あ
い
無
禄
と
な
る
。

﹇
14
﹈
皆
川
成
均

緑
樹
含
園
景　

華
亭
幽
経
通　

臨
池
論
墨
妙　

授
簡
試
文
雄　

首
浄
遊
魚
外　

山
明
啼

鳥
中　

玉
琴
時
寸
鼓　

長
此
楽
南
風

　
　

右
寄
題
独
楽
園
恭
応

長
嶋
侯
需　
　
　
　

平
安
皆
川
成
均
拝
稿

皆
川
成
均
…
…
小
河
成
均
（
皆
川
淇
園
の
弟
で
、
冨
士
谷
御
杖
の
叔
父
）
に
あ
た
る

と
思
わ
れ
る
。

﹇
15
﹈
巌
垣
彦
明

　

恭
応

長
嶋
藤
侯
需
寄
題

　

独
楽
園

百
里
山
川
烟
景
清　

𠘑
々
風
教
殖
民
生　

遊
覧
偏
慕
前
賢
意　

園
囿
還
呼
独
楽
名
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平
安
巌
垣
彦
明
拝

巌
垣
彦
明
（
岩
垣
竜
渓
）
…
…
寛
保
元
（
一
七
四
一
）
〜
文
化
五
（
一
八
〇
八
） 

 
漢
学
者
。
享
年
六
十
八
。
京
都
の
人
。
宮
崎
筠
圃
に
学
ん
で
、
の
ち
博
士
家
の
清

原
家
に
入
門
し
古
注
学
を
修
め
、
大
舎
人
と
な
っ
た
。
ま
た
伏
原
宣
条
・
皆
川
淇

園
に
も
従
学
し
た
。

﹇
16
﹈
清
勲

　

遥
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

　

 

林
園
近
在
郡
城
隈　

中
用
元
戎
小
隊
来　

竹
塢
禽
啼
苦
径
滑　

蓮
池
月
白
水
亭
聞　

逍
遥
独
楽
郊
垧
趣　

教
化
誰
争
周
邵
寸　

況
復
琴
書
為
政
隙　

胸
懐
不
敢
受
繊
埃

　
　
　
　
　
　

清
勲
拝

清
勲
（
清せ

い

田た

竜
川
）
…
…
寛
延
三
（
一
七
五
〇
）
〜
文
化
八
（
一
八
一
一
）（
一

説
、
文
化
五
）
漢
学
者
。
享
年
六
十
二
。
江
村
北
海
の
三
男
。
叔
父
清
田
儋
叟
の

養
嗣
子
。
家
学
を
継
ぎ
、
福
井
藩
儒
と
な
っ
た
。

﹇
17
﹈
篠
応
道

　

奉
寄
題

長
島
君
侯
独
楽
園

　

 

美
人
為
政
海
雲
郷　

閒
暇
偏
憐
野
趣
長　

開
苑
孤
吟
供
日
渉　

忘
機
独
楽
有
年
譲　

田
々
荷
葉
廻
池
館　

裊
々
花
枝
払
石
牀　

長
隝
城
中
春
自
秘　

何
時
侍
燕
酔
流
觴

　
　
　
　
　
　

篠
応
道
頓
首
再
拝

篠
応
道
（
篠
崎
三
島
）
…
…
元
文
二
（
一
七
三
七
）
〜
文
化
十
（
一
八
一
三
） 

 

漢
学
者
。
享
年
七
十
七
。
大
坂
の
人
。
も
と
商
家
で
家
業
の
傍
ら
兄
楽
郊
、
菅
甘

谷
に
師
事
。
混
沌
社
の
社
友
と
な
り
、
田
中
鳴
門
・
葛
子
琴
・
尾
藤
二
洲
・
頼
春

水
・
頼
杏
坪
ら
と
親
交
。
四
十
歳
で
儒
者
と
な
り
、
家
塾
梅
花
書
屋
を
開
い
た
。

﹇
18
﹈
松
本
慎

雄
鎮
東
南
勝　

名
園
擬
洛
陽　

竹
稠
高
日
薄　

蓮
綻
脱
風
香　

清
暇
臨
池
静　

妙
音
流

水
長　

応
追
真
率
会　

千
乗
自
相
忘

　
　
　

寄
題　
　
　
　

松
本
慎
拝
書

長
島
侯
独
楽
園

松
本
慎
（
松
本
愚
山
）
…
…
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
〜
天
保
五
（
一
八
三
四
） 

 

漢
学
者
。
享
年
八
十
。
京
都
の
人
。
学
を
皆
川
淇
園
に
受
け
、
の
ち
大
坂
で
教

授
、
詩
文
を
能
く
し
た
。

﹇
19
﹈
中
島
漁

　

恭
賦
一
律
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

　

 

南
面
視
朝
罷　

逍
遥
林
下
風　

図
書
高
閣
静　

花
竹
細
泉
通　

交
友
同
迂
叟　

鳴
禽

伴
酔
翁　

閑
園
時
独
座　

楽
意
属
年
豊 

亀
山
儒
学
中
島
漁
拝
書　

中
島
漁
（
中
島
雪
楼
）
…
…
延
享
二
（
一
七
四
五
）
〜
文
政
八
（
一
八
二
五
） 

 

漢
学
者
。
享
年
八
十
一
。
丹
波
亀
山
藩
儒
。
岡
白
駒
・
那
波
魯
堂
に
学
び
、
京
都

で
講
説
を
業
と
し
た
。
亀
山
藩
儒
と
な
り
、
以
後
藩
主
五
代
に
わ
た
っ
て
侍
講
を

兼
ね
た
。
禄
百
石
。『
史
徴
』
校
訂
の
功
を
賞
さ
れ
五
十
石
加
賜
さ
れ
た
。

﹇
20
﹈
浄

奉
寄
題　

長
島
侯
独
楽
園

新
築
名
園
五
瀬
辺　

君
侯
勝
事
遠
相
伝　

西
池
菡
萏
南
林
竹　

暮
嶺
雲
霞
朝
市
烟　

為

政
城
中
甘
独
楽　

読
書
窓
下
友
群
賢　

長
洲
預
卜
菟
裘
地　

一
代
風
流
無
所
牽

僧
浄
拝

浄
…
…
人
物
詳
細
不
明
。（
印
刻
は
「
竺
」「
浄
」）
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﹇
21
﹈
秦
修
美

奉
寄
題
独
楽
園

侯
国
風
流
本
数
奇　

城
頭
曾
見
万
年
枝　

内
新
荘
弄
月
華
在　

応
賦
敬
亭
独
坐
詩

　
　
　
　
　
　

浪
華　

秦
修
美
拝

秦
修
美
（
秦
主
膳
）
…
…
医
家
。
大
坂
天
満
市
之
町
に
住
す
。

﹇
22
﹈
黄
符

君
侯
機
務
暇　

遊
息
此
亭
中　

羊
酪
罇
罍
貯　

牙
籤
棟
宇
充　

芰
荷
開
一
水　

花
竹
繞

千
叢　

好
是
遺
軒
冕　

蕭
然
独
嘯
風　

寄
題

独
楽
園　
　

栄
郡
黄
符

黄
符
（
横
尾
紫
洋
）
…
…
享
保
十
九
（
一
七
三
四
）
〜
天
明
四
（
一
七
八
四
） 

 

漢
学
者
。
享
年
五
十
一
。
肥
前
佐
賀
藩
儒
。
佐
賀
郡
川
久
保
村
の
人
。
佐
賀
春
日

山
高
城
寺
の
僧
陽
山
に
学
び
、
の
ち
長
門
の
滝
鶴
台
に
従
学
、
帰
国
し
て
藩
に
仕

え
た
。
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
上
京
し
て
九
条
家
の
侍
講
と
な
り
、
邸
内
に
寓

居
、
帰
国
を
促
す
藩
命
に
従
わ
な
か
っ
た
た
め
捕
え
ら
れ
、
死
罪
と
な
っ
た
。

﹇
23
﹈
浄
芳

司
馬
温
公
独
楽
園　

擬
戎
中
嶋
感
主
恩　

琴
書
暇
日
会
文
雅　

千
歳
風
流
今
似
存

　

九
島
蘭
洲
芳
檪
寿

浄
芳
…
…
大
坂
九
条
島
に
あ
る
九
島
院
の
住
持
。
詩
文
を
能
く
し
た
。

﹇
24
﹈
図
南

　

奉
寄
題
独
楽
園

城
主
典
雅
最
翩
　々

勝
地
新
営
独
楽
園　

聴
事
閑
暇
遊
燕
日　

琴
書
更
慕
昔
人
賢

　
　
　
　
　
　
　
　

月
山
叢
図
南
拝

図
南
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
25
﹈
神
吉
世
敬

聞
説
高
亭
望
不
窮　

使
君
幽
興
四
時
同　

芰
荷
水
暖
遊
魚
出　

松
柏
林
深
呦
鹿
通　

秋

色
入
影
叢
桂
緑　

春
風
所
酔
百
巻
紅　

還
知
富
広
閭
閻
美　

自
在
悠
々
独
楽
中

　

右
寄
題

長
島
侯
独
楽
園　
　

赤
穂　

神
吉
世
敬
再
拝
書
上

神か
ん

吉き

世
敬
（
神
吉
東
郭
）
…
…
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
〜
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）

漢
学
者
。
享
年
八
十
六
。
赤
穂
藩
医
神
吉
泰
常
の
男
。
赤
松
滄
洲
に
学
び
、
各
地

を
遊
学
し
て
儒
・
医
を
修
め
た
。
帰
国
し
て
観
善
社
を
開
塾
、
藩
主
森
忠
賛
の
侍

医
と
藩
校
博
文
館
の
督
学
を
兼
ね
た
。

﹇
26
﹈
滕
世
衡

風
流
愛
幽
意　

開
室
接
山
雲　

国
政
知
無
事　

侍
臣
或
好
文　

揮
毫
転
北
極　

度
曲
迎

南
薫　

高
臥
多
詩
賦　

亦
教
吾
輩
聞

　
　
　
　
　

浪
華
滕
世
衡
頓
首
再
拝

滕
世
衡
（
藤
井
樗
亭
）
…
…
宝
暦
十
（
一
七
六
〇
）
〜
文
化
七
（
一
八
一
〇
） 

 

書
家
・
医
者
。
享
年
五
十
一
。
大
坂
の
人
。
片
山
北
海
・
頼
春
水
に
学
ん
で
詩
文

を
能
く
し
、
書
法
を
趙
陶
斎
に
学
ぶ
。
木
村
蒹
葭
堂
ら
と
交
遊
が
あ
り
、
俳
諧
も

能
く
し
た
。

﹇
27
﹈
高
昶

　

寄
題

長
隝
侯
独
楽
園

政
夢
多
余
暇　

園
亭
召
野
甸　

芻
蕘
随
径
入　

雉
兎
隔
歳
賦　

時
学
蘭
亭
帖　

更
張
流

水
弦　

高
情
喜
蕭
散　

何
必
玩
林
泉　
　
　

 

御
津
高
昶
拝
草

高
昶
（
高
安
蘆
屋
）
…
…
生
年
未
詳
、
寛
政
年
間
没
。
書
家
。
大
坂
の
人
。
寛
政

四
・
五
年
頃
ま
で
富
商
で
あ
っ
た
が
、
零
落
し
た
。
菅
甘
谷
、
中
井
竹
山
に
従
学

し
、
書
を
能
く
し
た
。
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﹇
28
﹈
曾
谷
学
川

環
海
府
城
千
里
流　

他
山
秀
色
人
長
洲　

最
憐
新
築
誇
烟
雨　

満
樹
清
風
六
月
秋

　

奉
寄
題

長
島
賢
侯
閣
下
独
楽
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
華
寓
生
曾
之
唯
頓
首
拝

曾
谷
学
川
…
…
元
文
三
（
一
七
三
八
）
〜
寛
政
九
（
一
七
九
七
） 

 

漢
詩
人
・
篆
刻
家
。
享
年
六
十
。
京
都
の
人
。
儒
学
を
片
山
北
海
、
篆
刻
を
高
芙

蓉
に
学
ぶ
。
大
坂
に
住
み
、
混
沌
社
に
参
加
。

﹇
29
﹈
野
紹
順

身
禄
深
衣
薄
世
栄　

園
名
独
楽
養
幽
情　

此
心
不
管
無
人
識　

欲
倣
迂
者
早
解
縷

　
　
　
　

右
寄
題

長
嶋
侯
独
楽
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
紹
順
拝
草

野
紹
順
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
30
﹈
今
枝
㬎

名
園
依
勝
概　

独
楽
愜
幽
期　

花
暖
徴
歌
処　

竹
深
対
局
時　

茶
儀
閑
裡
老　

觴
政
興

来
奇　

坐
嘯
風
流
趣　

優
遊
歳
月
遅　
　
　

右
寄
題

　
　

独
楽
園
謹
応

　

長
嶋
侯
命　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

平
安
今
枝
㬎
再
拝
上

今
枝
㬎
…
…
『
平
安
人
物
志
』
に
あ
が
る
医
家
の
今
枝
世
顕
（
栄
顕
）
に
あ
た
る
か

と
思
わ
れ
る
。

﹇
31
﹈
山
敬
之

　

奉
寄
題

長
嶋
賢
侯
独
楽
園

　

 

聞
説
名
園
独
楽
遊　

城
中
為
築
小
僊
楼　

猗
々
緑
竹
坐
来
興　

灼
々
紅
蓮
随
処
幽　

東
海
風
雲
凭
檻
起　

他
山
煙
靄
入
杯
流　

知
君
政
暇
耽
文
事　

不
譲
当
年
柳
々
州

 

　

山
敬
之
拝

山
敬
之
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
32
﹈
中
邨
健

　

新
築
園
亭
照
勢
州

君
侯
運
意
自
風
流　

牙
籤
玉
軸
芸
窓
裡　

綺
席
金
樽
月
沼
頭　

衆
楽
元
非
先
独
楽　

人

憂
那
得
比
吾
憂　

遥
知
置
酒
招
賢
士　

酔
後
揮
毫
躭
唱
酬

　

奉
寄
題

長
島
侯
独
楽
園　
　
　

浪
華
中
邨
健
拝
草

中
邨
健
（
中
村
健
）
…
…
漢
学
者
。
大
坂
の
人
。

﹇
33
﹈
崗
謙

蓁
々
場
圃
近
経
営　

春
日
喈
々
百
鳥
声　

樹
擁
三
山
薬
欄
馥　

月
浮
五
瀬
羽
觴
清　

縹

嚢
書
活
竜
蛇
影　

翠
蟆
風
飄
蛺
蝶
情　

揮
筆
吟
詩
千
古
事　

怡
然　

独
楽
謝
宣
城

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崗
謙
再
拝

崗
謙
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
34
﹈
関
祐

藩
侯
休
沐
地　

嘉
植
愛
松
筠　

山
為
名
園
秀　

亭
依
碧
沼
新　

停
絃
聴
野
鳥　

飛
翰
賜

家
臣　

長
島
濸

（
滄
力
）波

外　

予
遊
入
夢
頻

　
　

右
寄
題

　

長
島
侯
独
楽
園　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
祐
拝
稿

関
祐
…
…
人
物
詳
細
不
明
。
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﹇
35
﹈
長
崎
天
雨

　

奉
寄
題

長
嶋
賢
侯
独
楽
園

　

名
園
独
在
彼

藩
侯　

卜
築
封
中
拠
二
州　

多
度
山
雄
俯
環
水　

長
洲
城
壮
涌
層
楼　

記
今
麗
筆
温
公

楽　

政
旧
瑶
琴
単
文
遊　

鐘
愛
風
流
書
画
富　

夜
称
彩
鷁
米
家
舟

癸
卯
夏
五　
　
　
　

 
関
谷　

張
天
雨
拝
草

長
崎
天
雨
…
…
大
坂
の
人
。
詩
文
を
能
く
し
た
。

﹇
36
﹈
士
綽

遥
憶
名
園
勝　

琴
書
事
々
宜　

芰
荷
薫
綺
席　

松
柏
映
清
池　

多
度
四
時
翠　

醴
泉
千

古
奇　

夕
陽
長
臥
閣　

高
興
入
雄
詞

　

謹
賦　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浪
華
士
綽
拝
具

長
島
侯
独
楽
園
応
高
徴

士
綽
…
…
人
物
詳
細
不
明
。

﹇
37
﹈
徳
竜

　
　

奉
寄
題

長
島
侯
独
楽
園

多
度
当
城
秀　

白
雲
連
海
淮　

松
巣
千
歳
鶴　

池
隠
万
齢
亀　

倚
雨
風
生
処　

褰
簾
月

出
時

君
侯
何
独
楽　

日
夜
在
新
詩

　
　
　
　
　
　
　
　

越
後
十
二
童
釈
徳
竜
九
拝

徳
竜
…
…
明
和
九
（
一
七
七
二
）
〜
安
政
五
（
一
八
五
八
） 

 

真
宗
僧
。
享
年
八
十
七
。
越
後
水
原
の
人
。
高
倉
学
寮
、
ま
た
諸
山
の
碩
学
に
つ

い
て
学
ぶ
。
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
十
二
歳
の
時
京
坂
に
遊
び
、
同
郷
の
片
山

北
海
を
訪
問
。
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
無
為
信
寺
の
住
職
と
な
っ
た
が
数
年
で

退
職
、
学
寮
に
戻
っ
て
布
教
や
教
育
に
専
念
し
た
。

以
上
が
、
賀
詞
の
内
容
と
そ
れ
ぞ
れ
の
作
者
の
略
歴
で
あ
る
。

二　

賀
詞
の
作
成
と
独
楽
園

　

次
に
、
賀
詞
の
成
立
に
関
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
賀
詞
の
作
成
契
機
は
、「
勝
地
新

営
独
楽
園
」（﹇
24
﹈）
の
句
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
長
島
城
内
に
新
し
く
独
楽
園
が
造

成
さ
れ
た
の
を
受
け
て
の
こ
と
で
あ
り
、「
長
島
侯
命
」（﹇
１
﹈﹇
30
﹈）
や
「
長
島
侯

需
」（﹇
13
﹈
〜
﹇
15
﹈）
の
言
葉
が
示
す
通
り
、
増
山
雪
斎
の
依
頼
に
よ
っ
て
賀
詞
が

詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
独
楽
園
」
の
園
名
は
、
北
宋
の
司
馬
光
が
洛
陽
で

の
閑
居
時
代
に
造
園
し
た
「
独
楽
園
」
を
ふ
ま
え
て
い
る
。

　

独
楽
園
が
造
ら
れ
た
時
期
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
が
、﹇
３
﹈﹇
９
﹈﹇
35
﹈
の
詩

に
記
さ
れ
る
「
癸
卯
五
月
」
を
手
掛
か
り
に
す
れ
ば
、「
癸
卯
」
す
な
わ
ち
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
五
月
ま
で
に
長
島
城
内
に
独
楽
園
が
完
成
し
、
雪
斎
の
求
め
に
応
じ
て

各
人
か
ら
賀
詞
が
寄
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

現
在
、
長
島
城
の
跡
地
は
桑
名
市
立
長
島
中
学
校
と
な
っ
て
お
り
、
往
時
の
姿
を
う

か
が
う
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
長
島
藩
儒
と
な
っ
た
十
時
梅
厓
の
著
述
と
さ
れ
る
『
長

島
志

Г

』
の
中
に
、
わ
ず
か
な
が
ら
独
楽
園
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

　

…
…
城
は
西
外
面
村
に
在
り
。
東
門
を
表
と
為
し
、
西
門
を
裏
と
為
す
。
中
央
に
殿

堂
庁
衙
有
り
。
殿
の
西
北
に
蕉
亭
有
り
〔
公
、
芭
蕉
を
四
面
に
植
え
、
以
て
憩
息
の
処

と
為
す
〕、
子
城
の
北
隅
に
独
楽
園
有
り
。
亭
有
り
、
迎
香
と
名
づ
く
〔
公
が
記
し
た

り
、
因
っ
て
并
記
す
〕、
一
時
四
方
の
名
士
題
を
寄
せ
る
者
多
し
。
殿
南
に
門
有
り
、

黒
門
と
名
づ
く
。
黒
門
を
距
て
る
こ
と
十
歩
、
楼
有
り
月
観
と
名
づ
く
。
月
観
を
距
て

る
こ
と
数
十
歩
、
楼
有
り
巽
と
名
づ
く
。
其
の
他
譙
楼
四
、
門
五
、
東
西
に
散
置
す

〔
水
門
二
か
所
数
に
入
れ
ず
〕、
蓋
し
周
匝
千
丈
に
盈
た
ず
。
…
…

 

（
原
漢
文
。〔　

〕
中
は
割
注
。
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

　

こ
の
記
述
に
よ
っ
て
、
独
楽
園
は
長
島
城
の
子
城
の
北
隅
に
あ
り
、
園
内
に
は
迎
香
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と
名
付
け
ら
れ
た
亭
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
一
時
四
方
の
名
士
の
題
を

寄
せ
る
者
が
多
か
っ
た
と
い
う
の
は
、『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
賀
詞

の
篇
々
が
ま
さ
に
そ
れ
に
あ
た
る
で
あ
ろ
う
。
園
内
の
迎
香
亭
に
つ
い
て
は
、
別
の
史

料

Д

に
、

　

迎
香
亭―
 

迎
香
書
斉
、
長
島
城
中
有
閑
園
名
独
楽
園
、
中
構
小
斉
方
丈
余
計
、
置
詩

文
集
諸
子
百
家
風
流
之
集
書
、
喬
木
覆
屋
上
池
水
流
窓
前

と
あ
っ
て
、
詩
文
集
や
諸
子
百
家
、
風
流
の
書
を
置
い
た
書
斎
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

　

江
戸
期
の
長
島
城
を
描
い
た
城
絵
図

Е

は
、
作
成
年
代
が
明
確
で
な
く
独
楽
園
の
位
置

を
断
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
が
所
蔵
す
る
「
勢
州
長

島
城
図
」（
図
２
）
に
は
本
丸
の
東
南
に
あ
る
下
屋
敷
内
に
「
泉
水
」
が
描
か
れ
て
お

り
、
こ
れ
が
独
楽
園
に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。

三　

独
楽
園
に
寄
せ
る
賀
詞

　

さ
て
、
実
は
独
楽
園
に
寄
題
す
る
賀
詩
は
、『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
収
め
ら
れ
た
詩

以
外
に
も
存
在
す
る
。
現
在
ま
で
に
確
認
で
き
た
も
の
は
、
以
下
の
五
篇
で
あ
る
。

①
細
合
斗
南

　
　

奉
寄
題
長
島
侯
独
楽
園

長
島
城
開
滄
海
瀕　

楽
山
還
属
世
家
仁　

読
書
平
日
課
師
友　

観
政
移
風
和
士
民　

綺

席
竜
蛇
萃
翰
走　

芳
園
魚
鳥
玉
琴
親　

子
遺
如
定
帰
田
計　

余
沢
或
蒙
封
土
隣

 

『
合
子
天
明
後
稿
』
一
巻
・
詩
録
（
寛
政
十
年
〈
一
七
九
八
〉
刊
）
所
収

細
合
斗
南
…
…
享
保
十
二
年
（
一
七
二
七
）
〜
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
） 

 

漢
学
者
・
漢
詩
人
・
書
家
。
享
年
七
十
七
。
伊
勢
河
曲
郡
江
島
の
人
。
大
坂
へ
出

て
菅
甘
谷
に
学
び
、
清
の
考
証
学
を
修
め
る
。
詩
を
能
く
し
混
沌
社
に
参
加
、
ま

た
学
半
塾
を
開
い
て
儒
・
書
を
教
え
た
。
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
か
ら
高
田
専

修
寺
の
文
学
。

図２　勢州長島城図（内閣文庫所蔵）
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②
白
井
重
行

　
　

寄
題
長
島
侯
独
楽
園

大
海
遥
循
長
島
廻　

楼
台
高
出
彩
雲
開　

閑
居
不
厭
繁
酬
応　

藻
思
移
観
坐
蘚
苔　

園

林
春
満
黄
鸝
囀　

琴
瑟
調
成
白
鶴
来　

知
是
神
工
饒
楽
地　

外
臣
何
日
夢
徘
徊

 

『
東
月
集
詩
』（
成
立
年
未
詳
）
所
収

白
井
重
行
…
…
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
〜
文
化
九
年
（
一
八
一
二
） 

 

庄
内
藩
士
・
漢
学
者
。
享
年
六
十
。
は
じ
め
加
賀
山
桃
李
に
、
つ
い
で
江
戸
で
松

崎
観
海
に
学
ぶ
。
郡
代
を
勤
め
、
農
政
改
革
を
行
う
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

藩
校
致
道
館
を
創
設
し
、
祭
酒
兼
司
業
と
な
る
。
同
五
年
中
老
。

③
渡
部
種
徳

　
　

寄
題
長
島
侯
独
楽
園

遙
聞
新
館
倚
園
林　

想
見
琴
書
楽
抱
襟　

座
久
閑
雲
生
遠
岫　

地
幽
緑
径
穏
鳴
禽　

盤

旋
豈
仮
追
陪
侶　

逸
興
時
吟
大
雅
音　

既
誦
輿
論
忻
慕
切　

献
芹
聊
擬
野
人
心

 

『
荘
内
先
賢
詩
選
・
前
集
』（
致
道
館
、『
自
適
集
』
シ
リ
ー
ズ
第
十
二
輯

Ё

）
所
収

渡
部
種
徳
…
…
生
没
年
に
二
説
あ
り
。
庄
内
藩
士
。
儒
を
以
て
聞
こ
え
、
命
に
よ
り

藩
中
の
子
弟
を
教
え
た
。
詩
文
に
長
じ
る
。
生
没
年
に
つ
い
て
、『
荘
内
先
賢
詩

選
・
前
集
』
で
は
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
没
、
年
七
十
三
（
す
な
わ
ち
享
保
四

年
〈
一
七
一
九
〉
生
ま
れ
）
と
す
る
が
、『
新
編
庄
内
人
名
辞
典
』（
一
九
八
六
）

で
は
墓
碑
の
碑
文
な
ど
か
ら
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
生
、
天
明
二
年

（
一
七
八
二
）
十
二
月
八
日
没
と
し
て
い
る
。
後
者
を
採
れ
ば
、
独
楽
園
へ
の
賀

詞
は
天
明
三
年
以
前
に
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

④
重
田
道
樹

　
　

寄
題
長
島
侯
独
楽
園

長
島
浮
烟
多
度
雲　

晩
風
吹
払
海
天
分　

座
右
図
書
映
東
壁　

亭
中
杯
酒
対
西
曛　

弾

琴
竹
苑
禽
来
舞　

洗
筆
蓮
池
鵞
作
群　

園
成
総
厭
今
時
客　

更
有
前
賢
能
楽
君

 

『
荘
内
先
賢
詩
選
・
前
集
』（
致
道
館
、『
自
適
集
』
シ
リ
ー
ズ
第
十
二
輯
）
所
収

重
田
道
樹
…
…
宝
暦
二
（
一
七
五
二
）
〜
文
化
八
年
（
一
八
一
一
） 

 

庄
内
藩
医
。
享
年
六
十
。
庄
内
藩
医
重
田
道
達
の
長
子
で
、
寛
政
元
年
奥
医
、
同

十
一
年
侍
医
。
若
年
よ
り
書
を
能
く
し
、
漢
籍
に
詳
し
く
、
藩
校
致
道
館
が
設
立

さ
れ
る
と
助
教
に
任
ぜ
ら
れ
て
司
業
を
兼
ね
た
。

⑤
市
河
寛
斎

　
　

寄
題
長
島
侯
独
楽
園
〔
長
島
隷
伊
勢
〕

使
君
風
尚
在
園
池　

暇
日
逍
遥
興
可
知　

煙
水
晴
分
東
海
道　

閑
雲
晩
擁
北
山
陲
〔
園

北
有
多
度
山
〕　

月
窺
墜
露
煎
茶
夜
〔
劉
夢
得
試
茶
歌
木
蘭
墜
露
香
微
似
〕
花
掩
来
禽

展
帖
時
〔
用
王
右
軍
十
七
帖
中
事
〕　

此
際
独
遊
多
楽
事　

不
須
招
隠
賦
新
詩

 

（〔　

〕
中
は
割
注
）

 

『
寛
斎
摘
草
』
巻
之
三
・
七
言
律
（
天
明
六
年
〈
一
七
八
六
〉
成
立
）
所
収

市
河
寛
斎
…
…
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
〜
文
政
三
（
一
八
二
〇
） 

漢
詩
人
。
享
年
七
十
二
。
嗣
子
、
米
庵
。
江
戸
生
ま
れ
。
林
家
に
入
門
し
、
天
明

三
年
（
一
七
八
三
）
湯
島
聖
堂
の
啓
事
役
と
な
る
が
、
同
七
年
辞
職
。
詩
文
に
優

れ
、
江
湖
詩
社
を
興
し
多
く
の
詩
人
を
育
て
た
。
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
富
山

藩
儒
と
な
る
。

　

①
の
細
合
斗
南
は
、
大
坂
の
著
名
な
儒
学
者
で
混
沌
社
の
社
友
で
あ
り
、
賀
詞
が

『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
洩
れ
た

よ
う
で
あ
る
。

　

②
〜
④
に
あ
げ
た
白
井
重
行
、
渡
部
種
徳
、
重
田
道
樹
の
三
名
は
い
ず
れ
も
庄
内
藩

の
文
人
で
あ
る
。
雪
斎
は
こ
の
三
人
の
他
に
も
庄
内
藩
の
藩
士
・
文
人
た
ち
と
交
流
を

持
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
江
戸
在
勤
の
折
に
知
り
合
っ
て
交
遊
が
始
ま
っ
た
も
の
と
思
わ

れ
る

Ж
。
次
に
挙
げ
る
史
料

З

は
、
庄
内
藩
の
文
人
・
国
学
者
で
あ
る
池
田
玄
斎
（
安
永
四

年
〈
一
七
七
五
〉
〜
嘉
永
五
年
〈
一
八
五
二
〉）
が
、
同
じ
く
庄
内
藩
の
文
人
で
琴
の

名
手
と
し
て
知
ら
れ
る
相
良
儀
一
（
宝
暦
七
年
〈
一
七
五
七
〉
〜
文
化
元
年

〈
一
八
〇
四
〉）
の
略
伝
を
書
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
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（
相
良
儀
一
は
）
一
と
た
び
東
都
に
扈
従
し
て
南
上
せ
し
よ
り
、
真
龍
禅
師
に
随

身
し
て
琴
を
学
び
、
長
嶋
侯
に
詩
を
聞
き
、
大
い
に
発
明
す
る
と
こ
ろ
あ
り
て
、

（
中
略
）
長
嶋
侯
の
書
画
、
大
泉
（
庄
内
藩
）
に
伝
ふ
る
は
皆
淑
卿
（
相
良
儀
一
）

の
た
ま
も
の
な
り

 

　
（（　

）
内
は
筆
者
注
）

と
あ
っ
て
、
雪
斎
が
庄
内
藩
の
文
人
と
深
い
つ
な
が
り
を
持
ち
、
庄
内
藩
の
文
化
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
様
子
を
知
る
こ
と
が
出
来
る

И

。
上
記
三
名
の
独
楽
園
へ
の
賀

詞
は
、
こ
う
し
た
交
遊
を
背
景
に
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
詩
が
『
独
楽
園
賀

詞
帖
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、『
賀
詞
帖
』
が
当
時
京
坂
に
い
た
文
人
を
中
心

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。
⑤
の
市
河
寛
斎
も
江
戸
の
人
で
あ

り
、『
賀
詞
帖
』
に
入
ら
な
か
っ
た
の
は
同
様
の
理
由
と
思
わ
れ
る
。

　

参
考
ま
で
に
、
表
１
に
独
楽
園
へ
の
賀
詞
が
寄
せ
ら
れ
た
天
明
三
年
の
、
作
者
各
人

の
居
所
と
年
齢
を
あ
げ
て
お
く
。

　

と
こ
ろ
で
、
⑤
に
あ
げ
た
市
河
寛
斎
の
曾
孫
に
あ
た
る
市
河
三
陽
が
著
し
た
『
市
河

寛
斎
先
生
』
の
中
に
、『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
の
成
立
に
つ
い
て
示
唆
を
与
え
る
重
要
な

こ
と
が
ら
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
次
に
『
賀
詞
帖
』
そ
の
も
の
の
成
立
に
つ
い
て
考

え
た
い
。

四　
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
の
成
立

　

市
河
三
陽
（
明
治
十
三
年
〈
一
八
八
〇
〉
〜
昭
和
二
年
〈
一
九
二
七
〉）
の
『
市
河

寛
斎
先
生
』
は
、
寛
斎
の
事
績
を
年
譜
風
に
ま
と
め
た
書
で
あ
る
が
、
天
明
三
年
の
と

こ
ろ
に
以
下
の
記
述
が
あ
る

КУ

。

安
永
五
年
に
家
督
せ
る
伊
勢
長
嶋
侯
増
山
河
内
守
正
賢
は
、
性
文
雅
を
好
み
詩
画

を
善
く
せ
り
。
此
頃
（
天
明
三
年
）
諸
方
の
詞
人
に
嘱
し
て
そ
の
独
楽
園
に
寄
題

す
る
詠
を
聚
む
。
予
（
市
河
三
陽
）
前
年
そ
の
真
蹟
三
十
六
葉
を
寓
目
し
て
そ
の

詩
を
抄
し
置
け
り
。
絖
絹
に
書
し
そ
の
大
さ
普
通
詩
箋
の
如
し
。
後
荘
内
藩
白
井

重
行
の
詩
を
得
、
寛
斎
摘
草
を
閲
す
る
に
及
び
て
先
生
も
亦
応
募
の
一
人
な
る
を

知
る
。
尚
逸
す
る
も
の
も
あ
ら
ん
。
茲
に
は
落
款
に
見
え
た
る
氏
名
の
み
を
挙

ぐ
。
正
賢
は
後
の
雪
斎
君
選
に
し
て
此
年
三
十
歳
。

 

（（　

）
内
注
お
よ
び
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）

つ
ま
り
、
市
河
三
陽
は
実
際
に
独
楽
園
に
寄
題
す
る
詩
を
目
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
注

目
す
べ
き
は
そ
れ
が
「
三
十
六
葉
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
既
に
示
し
た
よ
う

に
、『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
は
三
十
七
の
賀
詞
を
収
め
て
い
る
。
三
陽
は
右
の
文
に
続
け

増山雪斎
〔１〕柴野栗山
〔２〕葛子琴
〔３〕岡公翼
〔４〕片山北海
〔５〕片山弘道
〔６〕江村北海
〔７〕伊藤君嶺
〔８〕赤松滄洲
〔９〕木村蒹葭堂
〔10〕十時梅厓
〔11〕皆川淇園
〔12〕皆川篁斎
〔13〕冨士谷御杖
〔14〕皆川成均
〔15〕岩垣竜渓
〔16〕清田竜川
〔17〕篠崎三島
〔18〕松本愚山
〔19〕中島雪楼
〔20〕浄
〔21〕秦主膳
〔22〕横尾紫洋
〔23〕浄芳
〔24〕図南
〔25〕神吉東郭
〔26〕藤井樗亭
〔27〕高安蘆屋
〔28〕曾谷学川
〔29〕野紹順
〔30〕今枝㬎
〔31〕山敬之
〔32〕中村健
〔33〕崗謙
〔34〕関祐
〔35〕長崎天雨
〔36〕士綽
〔37〕徳竜

長島・大坂
京都
大坂
大坂
大坂
大坂
京都
京都
京都
大坂
大坂
京都
京都
京都

　京都？
京都
京都
大坂
京都
京都

大坂
京都
大坂

　赤穂？
大坂
大坂
大坂

　京都？

大坂

大坂

大坂

30

48

45

47

61

71

37

63

48

47

50

22

16

43

34

47

29

39

50

28

24

46

12

　①　細合斗南
　②　白井重行
　③　渡部種徳
　④　重田道樹
　⑤　市河寛斎

大坂
　庄内※
　(庄内)※
　庄内※
江戸

57

31

32

35

※ 当時の正確な所在地は確認できない。また、
渡部種徳は故人の可能性あり。

表１　天明三年の居所・年齢
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て
三
十
六
葉
の
氏
名
を
掲
げ
て
い
る
の
で
確
認
し
て
み
る
と
（（　

）
お
よ
び
改
行
は

原
文
通
り
）、

　

柴
（
野
）
邦
彦　
　
　

皆
川　

愿　
　
　
　

十
時　

賜

　

片
（
山
）
猷　
　
　
　

皆
川　

允　
　
　
　

皆
川
成
均

　

江
邨　
　

綬　
　
　
　

松
本　

慎　
　
　
　

篠
（
崎
）
応
道

　

富
士
谷
成
寿　
　
　
　

蘭
州　

芳　
　
　
　

岡　

元
鳳

　

清
（
田
）
勲　
　
　
　

赤
松　

鴻　
　
　
　

葛　

張

　

黄　

道
符　
　
　
　
　

伊
藤
栄
吉　
　
　
　

勝
（
マ
マ
）

　

世
衡

　

中
村　

健　
　
　
　
　

曾　

之
唯　
　
　
　

中
島　

漁

　

片
（
山
）
文
貫　
　
　

僧　

浄　
　
　
　
　

木
（
村
）
孔
恭

　

今
枝　

顕　
　
　
　
　
�
　

図
南　
　
　
　

高　

昶

　

張　

天
雨　
　
　
　
　

神
吉
世
敬　
　
　
　

崗　

謙

　

野　

紹
順　
　
　
　
　

関　

裕　
　
　
　
　

士
綽

　

山　

敬
之　
　
　
　
　

秦　

修
美　
　
　
　

釈　

徳
竜

三
陽
が
挙
げ
る
右
の
三
十
六
名
は

全
て
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
の
作
者

と
合
致
し
て
い
る
が
、
唯
一
、

『
賀
詞
帖
』
の
﹇
15
﹈
巌
垣
彦
明

（
岩
垣
竜
渓
）
の
名
が
無
い
こ
と

が
わ
か
る
。
三
陽
は
右
の
よ
う
に

三
十
六
葉
の
作
者
名
を
挙
げ
、
か

つ
そ
の
詩
を
書
き
留
め
た
と
い
っ

て
お
り
、
単
な
る
数
え
間
違
い
で

は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

従
っ
て
、
三
陽
が
見
た
も
の
に
は

巌
垣
彦
明
の
詩
が
含
ま
れ
て
お
ら

ず
、
後
の
段
階
で
加
え
ら
れ
て

『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
が
作
ら
れ
た

と
考
え
ら
れ
よ
う
。
三
陽
の
記
述
で
は
、
彼
が
見
た
も
の
が
ど
の
よ
う
な
体
裁
だ
っ
た

の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
作
者
名
の
順
も
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
と
は
異
な
っ
て
お

り
、
少
な
く
と
も
現
在
の
折
帖
の
か
た
ち
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

そ
う
す
る
と
、
今
の
帖
仕
立
て
に
な
っ
た
の
は
い
つ
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
時
期
の

特
定
は
困
難
だ
が
、
三
陽
の
没
年
（
昭
和
二
年
）
か
ら
す
れ
ば
昭
和
に
入
っ
て
以
降
と

考
え
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
独
楽
園
の
新
造
を
機
に
増
山

雪
斎
の
も
と
に
は
四
〇
を
超
え
る
賀
詞
が
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
が

生
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

こ
こ
で
改
め
て
独
楽
園
に
賀
詞
を
寄
せ
た
作
者
た
ち
を
見
て
み
よ
う
。

　

十
八
世
紀
後
半
は
、
古
文
辞
学
の
流
行
を
受
け
て
作
詩
文
が
盛
ん
と
な
っ
た
時
期
で

あ
り
、
三
都
を
中
心
に
詩
社
を
結
成
し
て
文
人
活
動
を
お
こ
な
う
者
も
多
く
現
れ
た
。

賀
詞
の
作
者
た
ち
も
み
な
、
作
詩
文
を
能
く
す
る
者
た
ち
で
あ
る
。
大
坂
を
代
表
す
る

詩
文
結
社
・
混
沌
社
の
盟
主
で
あ
る
片
山
北
海
（﹇
４
﹈）
を
は
じ
め
、
社
友
の
葛
子
琴

（﹇
２
﹈）、
岡
元
鳳
（﹇
３
﹈）、
木
村
蒹
葭
堂
（﹇
９
﹈）、
篠
崎
三
島
（﹇
17
﹈）、
細
合
半

斎
（﹇
①
﹈）、
曾
谷
学
川
（﹇
28
﹈）、
京
都
で
賜
杖
堂
を
開
い
た
江
村
北
海
（﹇
６
﹈）、

三
白
社
を
作
っ
た
柴
野
栗
山
（﹇
１
﹈）、
赤
松
滄
洲
（﹇
８
﹈）、
皆
川
淇
園
（﹇
11
﹈）、

江
戸
で
江
湖
詩
社
を
興
し
た
市
河
寛
斎
（﹇
⑤
﹈）
ら
、
詩
社
を
結
ん
で
積
極
的
に
作
詩

文
活
動
を
お
こ
な
っ
た
者
た
ち
が
多
い
。
こ
の
う
ち
混
沌
社
は
明
和
二
年（
一
七
六
五
）

に
結
成
さ
れ
、
独
楽
園
の
賀
詞
が
詠
ま
れ
た
天
明
三
年
は
活
動
の
最
盛
期
に
あ
た
っ
て

い
た
。
盟
主
の
片
山
北
海
は
赤
松
滄
洲
と
は
宇
野
明
霞
の
同
門
で
あ
り
、
葛
子
琴
、
岡

元
鳳
、
篠
崎
三
島
、
細
合
半
斎
は
古
文
辞
学
派
の
菅
甘
谷
に
学
び
詩
社
に
参
加
し
た
者

た
ち
で
、
片
山
北
海
を
師
と
す
る
木
村
蒹
葭
堂
は
、
作
詩
文
を
中
心
と
し
た
蒹
葭
堂
会

の
活
動
を
経
て
混
沌
社
の
創
立
に
加
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
木
村
蒹
葭
堂
が
柴
野
栗
山

や
皆
川
淇
園
、
江
村
北
海
ら
と
広
く
交
遊
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
相

互
の
交
流
は
詩
社
内
部
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
片
山
弘
道
（﹇
５
﹈）
は
片
山
北
海
の
養
子
で
あ
る
が
、
作
者
同
士
に
親
子
や

親
戚
の
つ
な
が
り
も
見
受
け
ら
れ
る
。
伊
藤
君
嶺
（﹇
７
﹈）、
清
田
竜
川
（﹇
16
﹈）（
以

図３　『独楽園賀詞帖』より　巌垣彦明（右）
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上
江
村
北
海
と
）、
皆
川
篁
斎
（﹇
12
﹈）、
冨
士
谷
御
杖
（﹇
13
﹈）、
皆
川
成
均
（﹇
14
﹈）

（
以
上
皆
川
淇
園
と
）
が
そ
う
で
あ
る
。
加
え
て
皆
川
淇
園
は
、
伊
藤
君
嶺
の
義
父
伊

藤
錦
里
が
師
に
あ
た
る
と
い
う
関
係
も
あ
る
。

　

作
者
同
士
が
師
弟
の
関
係
に
あ
る
者
に
は
、
皆
川
淇
園
と
そ
の
門
下
の
岩
垣
竜
渓

（﹇
15
﹈）、
松
本
愚
山
（﹇
18
﹈）、
赤
松
滄
洲
と
門
下
の
神
吉
東
郭
（﹇
25
﹈）、
片
山
北
海

と
門
下
の
藤
井
樗
亭
（﹇
26
﹈）、
曾
谷
学
川
、
木
村
蒹
葭
堂
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
藤

井
樗
亭
は
書
を
趙
陶
斎
に
学
ん
で
い
る
が
、
趙
陶
斎
は
増
山
雪
斎
の
書
の
師
で
も
あ
っ

た
。
そ
し
て
そ
の
陶
斎
に
従
っ
て
雪
斎
の
も
と
に
出
入
り
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

十
時
梅
厓
（﹇
10
﹈）
は
長
島
藩
儒
に
登
用
さ
れ
て
い
る
。
菅
甘
谷
門
で
あ
っ
た
高
安
蘆

屋
（﹇
27
﹈）
も
、
書
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

　

亀
山
藩
儒
を
つ
と
め
た
中
島
雪
楼
（﹇
19
﹈）
は
『
雪
楼
詩
鈔
』
の
あ
る
詩
文
家
で
あ

り
、
同
じ
亀
山
藩
儒
に
は
皆
川
篁
斎
も
就
い
て
い
る
。
横
尾
紫
洋
（﹇
22
﹈）
は
赤
松
滄

洲
や
高
芙
蓉
と
交
遊
が
あ
っ
た
が
、
高
芙
蓉
は
印
聖
と
称
さ
れ
た
篆
刻
家
で
、
葛
子
琴

や
曾
谷
学
川
、
柴
野
栗
山
、
木
村
蒹
葭
堂
ら
は
芙
蓉
に
学
び
ま
た
交
遊
し
た
人
び
と
で

あ
る
。
片
山
北
海
と
同
郷
の
徳
竜
（﹇
37
﹈）
は
た
ま
た
ま
京
坂
に
来
遊
し
て
い
た
巡
り

合
わ
せ
と
思
わ
れ
る
。

　

秦
修
美
（﹇
21
﹈）、
浄
芳
（﹇
23
﹈）、
中
村
健
（﹇
32
﹈）、
長
崎
天
雨
（﹇
35
﹈）
ら

は
、
大
坂
の
人
で
漢
詩
文
を
た
し
な
ん
だ
文
人
と
い
う
ほ
ど
し
か
分
か
ら
ず
、
経
歴
が

明
ら
か
で
な
い
浄
（﹇
20
﹈）、
図
南
（﹇
24
﹈）、
野
紹
順
（﹇
29
﹈）、
今
枝
㬎
（﹇
30
﹈）、

山
敬
之
（﹇
31
﹈）、
崗
謙
（﹇
33
﹈）、
関
祐
（﹇
34
﹈）、
士
綽
（﹇
36
﹈）
に
つ
い
て
は
さ

ら
に
不
明
で
あ
る
が
、
作
者
た
ち
は
詩
文
に
優
れ
た
文
人
と
し
て
あ
る
程
度
は
相
識
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
独
楽
園
賀
詞
帖
』
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、
作
者
の
並
び
順
は
比
較
的
関
係
の
近

い
者
ど
う
し
を
集
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
一
方
で
、
個
々
人
が
増
山
雪

斎
と
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
知
り
合
い
、
ど
れ
ほ
ど
の
交
遊
を
持
っ
た
か
に
つ
い
て
は
明

ら
か
で
な
い
点
が
多
い
。

　

雪
斎
は
天
明
三
年
以
前
に
も
加
番
と
し
て
大
坂
に
赴
任
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
機
会

に
京
坂
の
文
人
の
名
を
聞
き
、
接
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
賀
詞
の
作
者

は
以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
文
人
ば
か
り
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
木
村
蒹

葭
堂
は
こ
の
賀
詞
の
作
成
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
雪
斎
と
の
交
遊
が
始
ま
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
一
人
で
あ
る

КФ

。『
蒹
葭
堂
日
記
』
に
現
れ
る
雪
斎
の
記
事
を
見
る
と
、
天
明
三

年
以
後
に
親
し
い
交
際
が
う
か
が
え
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
雪
斎
に
招
か
れ
て
長
島

藩
儒
と
な
っ
た
十
時
梅
厓
に
つ
い
て
は
、
こ
の
賀
詞
に
お
い
て
自
ら
を
「
臣
」
と
表
現

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
従
来
言
わ
れ
て
い
る
天
明
四
年
よ
り
も
仕
官
時
期
が
早
ま
る
と

考
え
ら
れ
る
。

　

雪
斎
と
作
者
個
々
と
の
関
係
は
今
後
さ
ら
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、『
独
楽
園
賀

詞
帖
』
は
、
天
明
三
年
当
時
の
京
坂
で
詩
文
に
お
い
て
活
躍
し
て
い
た
文
人
の
つ
な
が

り
を
具
体
的
に
示
す
と
と
も
に
、
独
楽
園
の
新
造
に
伴
う
賀
詞
の
作
成
が
、
雪
斎
と
京

坂
の
文
人
と
の
新
た
な
つ
な
が
り
を
生
み
出
す
契
機
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

注（
１
）
山
口
泰
弘
「
増
山
雪
斎
の
中
国
趣
味
」（『
江
戸
の
風
流
才
子　

増
山
雪
斎
展
』
図
録
、
三
重

県
立
美
術
館
、
一
九
九
三
）。

（
２
）
多
治
比
郁
夫
「
片
山
北
海
年
譜
」「
同
補
訂
」「
片
山
北
海
の
家
庭
生
活
」（『
大
阪
府
立
図
書

館
紀
要
』
六
・
七
・
十
五
号
、
一
九
七
〇
・
一
九
七
一
・
一
九
七
九
）。

（
３
）
本
史
料
の
成
立
は
、『
長
島
町
誌
』
上
巻
（
長
島
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
八
、一
四
五
頁
）

に
よ
れ
ば
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
ご
ろ
と
さ
れ
る
。

（
４
）『
長
島
町
誌
』（
前
掲
注
３
）
に
は
、
当
時
の
城
中
の
状
況
を
知
る
史
料
と
し
て
「
寛
政
六
年

（
一
七
九
四
年
）
雪
斉
（
マ
マ
）勝

賞
書
千
松
秀
園
の
議
語
に
あ
る
拓
本
」
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

史
料
の
所
在
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、『
長
島
町
誌
』
の
翻
刻
（
上
巻
、
一
四
六
頁
）
に
従

い
該
当
部
分
を
示
し
た
。

（
５
）
長
島
城
絵
図
と
し
て
は
、
①
『
長
島
町
誌
』
上
巻
一
三
六
頁
に
掲
載
さ
れ
る
「
長
島
城
図
」

（
模
写
。
原
図
は
長
島
中
部
小
学
校
蔵
）、
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
図
の
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵

「
長
島
城
図
」（
長
島
村
山
内
熊
三
蔵
本
の
写
）
と
、
②
内
閣
文
庫
所
蔵
「
勢
州
長
島
城
図
」

（「
日
本
分
国
絵
図
」
の
う
ち
）
の
二
種
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
詳
し
い
作
成
年
代
が
不
明
で
あ

る
。

（
６
）
現
在
入
手
困
難
な
本
書
に
つ
い
て
、
関
係
部
分
を
複
写
下
さ
っ
た
致
道
博
物
館
犬
塚
氏
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

（
７
）
坂
本
守
正
『
瘞
琴
碑
に
つ
い
て
』（
荘
内
人
物
史
研
究
会
、
一
九
八
一
）
四
二
頁
。

（
８
）
同
右
、
四
〇
〜
四
一
頁
。

（
９
）
池
田
玄
斎
の
随
筆
『
弘
采
録
』（
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
）
は
、
全
一
三
九
冊
に
及
ぶ
膨
大

な
文
人
記
録
で
あ
る
が
、
そ
の
三
五
冊
目
に
「
増
山
侯
の
御
事
」
が
あ
り
、
玄
斎
が
相
良
儀
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一
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
儀
一
が
初
め
て
雪
斎
の
と
こ
ろ
へ
行
っ
た
時
の
様
子
が
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
（（　

）
内
は
筆
者
注
）。

　
　

 　
　
　

初
而
参
候
節
、
御
書
斎
へ
扣
（
控
）
候
様
御
取
次
先
達
ニ
て
入
見
候
ヘ
ハ
、
不
残
唐
風

の
御
坐
敷
ニ
て
亀
甲
の
石
を
敷
、
あ
た
り
ハ
シ
ツ
ク
ヒ
（
漆
喰
）
ニ
而
殊
之
外
奇
麗

也
、
長
押
ニ
は
唐
画
山
水
花
鳥
の
額
或
は
硝
子
の
蛮
画
等
色
々
の
珍
画
を
掛
置
た
り
、

助
右
衛
門
（
相
良
儀
一
）
に
は
円
坐
を
敷
せ
夫
々
坐
し
た
り
、
増
山
様
は
曲
禄
（
彔
）

へ
御
腰
懸
さ
せ
ら
れ
色
々
の
御
物
語
有
之
、
御
吸
物
御
酒
も
出
た
り
、
器
物
は
勿
論
箸

の
類
ま
て
皆
華
物
ニ
而
結
構
至
極
の
事
共
也
、
極
御
懇
意
の
御
方
ニ
は
女
中
も
不
残
唐

の
衣
服
ニ
て
当
時
清
朝
の
風
俗
を
擬
し
裾
の
広
き
袴
を
着
御
酌
に
出
候
と
也
、
助
右
衛

門
は
初
而
の
事
ゆ
へ
御
給
仕
は
御
近
習
ニ
て
あ
り
し

　
　
　

右
の
記
事
か
ら
は
雪
斎
の
相
当
な
中
国
趣
味
が
見
て
取
れ
る
。
玄
斎
は
こ
の
他
に
、
浪
費
な

ど
雪
斎
の
芳
し
か
ら
ぬ
行
跡
に
も
言
及
し
て
い
る
が
、
山
水
画
に
関
し
て
雪
斎
を
高
く
評
価

し
、「
山
水
の
画
ハ
此
侯
（
雪
斎
）
と
其
臣
南
湖
（
長
島
藩
の
御
抱
画
師
で
あ
る
春
木
南
湖
）

に
と
ゝ
め
た
り
、（
谷
）
文
晁
等
か
及
所
に
あ
ら
す
、
玄
斎
常
に
慕
ふ
処
に
し
て
近
来
の
名
家

と
称
す
へ
し
」
と
書
い
て
い
る
。

（
10
）
引
用
は
『
復
刻
市
河
寛
斎
先
生
』（
あ
か
ぎ
出
版
、
一
九
九
二
）
に
よ
る
。
本
復
刻
版
は
、

「
三
省
堂
『
書
菀
』
に
連
載
さ
れ
た
市
河
三
陽
氏
の
遺
稿
・
萬
機
校
に
よ
る
「
市
河
寛
齋
先

生
」
に
市
河
三
次
氏
が
再
校
を
加
え
コ
ピ
ー
で
私
家
版
と
し
て
合
本
と
し
た
も
の
を
原
本
と

し
て
復
刻
し
た
も
の
」（
同
書
あ
と
が
き
よ
り
）
で
あ
る
。

（
11
）
有
坂
道
子
「
増
山
雪
斎
と
木
村
蒹
葭
堂
」（『
混
沌
』
三
〇
号
、
二
〇
〇
六
）




